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ま え が き

この報告書は、毎月実施している 「群馬県移動人口調査 」の結果より 、平成２９年１ ０月

から平成３０年９月までの１年間における市町村別の人口、世帯数及びその移動状況をま

とめたものです。

この報告書が、各種行政施策をはじめ、各分野での基礎資料として広 く御活用いただけ

れば幸いです。

この調査の実施にあたり 、日頃から特段の御協力をいただいております各市町村の関

係各位に対しまして 、深 く感謝申し上げると ともに 、今後とも一層の御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

平成３１年１月

群馬県企画部長 入内島 敏 彦



利 用 上 の 注 意

１ この報告書は、県下市町村の人口や世帯数及びその動向（自然増減や社会増減）を明らか

にするために実施している「群馬県移動人口調査」の平成２９年１０月から平成３０年９月まで

の調査結果を収録したものです。

本調査は、平成２７年１０月１日実施の国勢調査結果による人口及び世帯数を基礎とし、こ

れに毎月の住民基本台帳法に定める届出に基づく移動数等を加減して算出しています。

なお、社会動態のうち「県内」における転出につきましては、県内転出者数と県内転入者数を

一致させるために、県内からの転入の届出があった時点で前住地の市町村に転出の届出がな

されたものとみなし、届出のあった転入者数をベースに転出者数を組み替えて算出しています。

２ 総務省統計局が算定している「人口推計」や、総務省自治行政局が公表している「住民基本

台帳人口」とは、人口の定義や算出方法が異なるため合致していませんので、利用に当たって

は御留意ください。

３ その他

・ 結果概要の摘要及び統計表中－印は減少を示します。

・ 統計表中の比率は、第１表の人口・世帯については、平成２９年１０月１日現在の人口・世

帯に対する百分比（％：パーセント ）で 、第２表の人口増加・自然動態及び社会動態について

は、平成２９年１０月１日現在の人口に対する千分比（‰：パーミル）で算出しています。

・ 人口密度の算出に用いる面積は、国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積

調 (平成29年10月1日現在)」によります。

※ この報告書に関するお問い合わせは、

群馬県企画部統計課人口社会係 電話０２７－２２６－２４０６ （直通）へお願いします。
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調 査 結 果 の 概 要

１ 本県の人口と世帯（平成３０年１０月１日現在）

（１）人口は１，９４９，４４０人

本県の人口は1,949,440人で、前年（1,958,409人）と比べると8,969人減少した。

（表１､統計表第２表 参照）

（２）人口増減率は－０．４６％

群馬県移動人口調査結果による自然動態及び社会動態からみた本県の人口増減率は、

－0.46％で、平成１７年から１４年連続でマイナスとなった。

（表１､統計表第２表 参照）

（３）人口密度は３０６．４人／k㎡

国土交通省国土地理院による｢全国都道府県市区町村別面積調｣(平成２９年１０月１日現在）

による県土面積6362.28k㎡をもとに算出した人口密度は306.4人/k㎡となり、前年(307.8人/k㎡)

と比べると、1.4人/k㎡減少した。

（表１ 参照）

（４）世帯数は７９９，１０３世帯

本県の世帯数は799,103世帯で、前年(791,211世帯)と比べると、7,892世帯増加した。

（表１ 参照）

（５）１世帯あたり人員は２．４４人

１世帯あたり人員は2.44人となり、前年(2.48人)と比べると0.04人減少した。

（表１ 参照）
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表１ 本県の人口及び世帯数の推移(10月1日現在) 〔単位：人､世帯､％〕

人 口 1) 人 口 人口 人口密度 性比 １世帯
増減数 増減 1平方㎞ 女100人に対 世帯数 当たり

年次 総数 男 女 2) 率3) 当たり する男の数 人 員

大正 9 1,052,610 514,106 538,504 － － 166.7 95.5 195,486 5.38

14 1,118,858 548,633 570,225 66,248 1.23 177.2 96.2 207,223 5.40

昭和 5 1,186,080 581,007 605,073 67,222 1.17 187.2 96.0 217,058 5.46

10 1,242,453 606,779 635,674 56,373 0.93 196.1 95.5 225,223 5.52

15 1,299,027 637,708 661,319 56,574 0.89 205.0 96.4 234,332 5.54

20 1,572,787 759,140 813,647 273,760 2.77 244.0 93.3 295,802 5.32

25 1,601,380 778,910 822,470 28,593 0.60 252.8 94.7 294,846 5.43

30 1,613,549 781,607 831,942 12,169 0.15 254.8 93.9 301,500 5.35

35 1,578,476 759,639 818,837 -35,073 -0.44 248.6 92.8 321,441 4.91

40 1,605,584 778,916 826,668 27,108 0.34 252.8 94.2 359,831 4.46

45 1,658,909 808,270 850,639 53,325 0.66 261.0 95.0 405,344 4.09

50 1,756,480 859,364 897,116 97,571 1.15 276.4 95.8 459,914 3.82

55 1,848,562 908,871 939,691 92,082 1.03 290.9 96.7 516,390 3.58

60 1,921,259 947,013 974,246 72,697 0.77 302.3 97.2 556,268 3.45

平成 2 1,966,265 971,704 994,561 45,006 0.46 309.0 97.7 603,198 3.26

7 2,003,540 989,610 1,013,930 37,275 0.38 314.9 97.6 650,836 3.08

12 2,024,852 999,349 1,025,503 21,312 0.21 318.2 97.4 695,092 2.91

17 2,024,135 996,346 1,027,789 -717 -0.01 318.1 96.9 726,203 2.79

22 2,008,068 988,019 1,020,049 -16,067 -0.16 315.6 96.9 755,756 2.66

27 1,973,115 973,283 999,832 -34,953 -0.12 310.1 97.3 773,952 2.55

28 1,966,381 970,439 995,942 -6,734 -0.34 309.1 97.4 782,474 2.51

29 1,958,409 967,165 991,244 -7,972 -0.41 307.8 97.6 791,211 2.48

30 1,949,440 963,102 986,338 -8,969 -0.46 306.4 97.6 799,103 2.44

1) 大正9年から平成27年は、国勢調査結果

平成28年から平成30年は、群馬県移動人口調査結果（斜体）

2) 大正14年から平成27年までは、前回国勢調査からの人口増減数

平成28年から平成30年までは、前年からの人口増減数

3) 人口増減数を期間初めの人口で除したもの

ただし、大正14年から平成27年までは年率に換算している
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２ 市町村別人口

（１）市部･郡部別人口

市部･郡部別人口をみると、市部が1,661,866人、郡部が287,574人で、前年に比べて市部

が6,273人の減少、郡部が2,696人の減少となった。

また、市部・郡部別人口の割合は市部が85.2％、郡部が14.8％であった。人口増減率に

ついては、市部が-0.38％、郡部が-0.93％となっている。

（表２ 参照）

表２ 市部・郡部別人口 〔単位：人､％〕

平成30年10月1日 平成29年10月1日 対 前 年 対 前 年

総数 男 女 割合 総数 男 女 割合 増減数 増減率

群馬県 1,949,440 963,102 986,338 100.0 1,958,409 967,165 991,244 100.0 -8,969 -0.46

市部 1,661,866 819,491 842,375 85.2 1,668,139 822,256 845,883 85.2 -6,273 -0.38

郡部 287,574 143,611 143,963 14.8 290,270 144,909 145,361 14.8 -2,696 -0.93

（２）市町村別人口

ア 市部

県内１２市の人口をみると、30万人以上が２市、20万人以上30万人未満が２市、10万

人以上20万人未満が１市、５万人以上10万人未満が４市、５万人未満が３市である。

上位５市は、高崎市369,733人、前橋市334,261人、太田市221,514人、伊勢崎市210,614

人、桐生市109,850人となっており、この５市で県人口の63.9％を占めている。

（表３、図１ 参照）

イ 郡部

県内２３町村の人口をみると、３万人以上が２町、２万人以上３万人未満が２町、１

万人以上２万人未満が８町村､５千人以上１万人未満が５町村、５千人未満が６町村で

ある。

人口が最も多いのは大泉町の41,692人で、最も少ないのは上野村の1,119人となってい

る。

（表３､図１ 参照）
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表３ 市町村別人口(平成３０年１０月１日現在)

〔単位：人〕

図１ 市町村の人口規模順位(平成３０年１０月１日現在)

順位 市町村 人　口 順位 市町村 人　口 順位 市町村 人　口 順位 市町村 人　口

1 高 崎 市 369,733 11 富 岡 市 48,325 21 東吾妻町 13,070 31 川 場 村 3,557

2 前 橋 市 334,261 12 沼 田 市 46,543 22 甘 楽 町 12,824 32 高 山 村 3,509
3 太 田 市 221,514 13 大 泉 町 41,692 23 千代田町 11,103 33 南 牧 村 1,753
4 伊勢崎市 210,614 14 玉 村 町 36,291 24 明 和 町 10,969 34 神 流 町 1,708
5 桐 生 市 109,850 15 邑 楽 町 26,149 25 嬬 恋 村 9,542 35 上 野 村 1,119
6 渋 川 市 75,453 16 吉 岡 町 21,791 26 昭 和 村 7,138
7 館 林 市 74,993 17 みなかみ町 18,157 27 下仁田町 6,795
8 藤 岡 市 64,234 18 中之条町 15,918 28 草 津 町 6,331
9 安 中 市 56,362 19 板 倉 町 14,411 29 長野原町 5,273
10 みどり市 49,984 20 榛 東 村 14,373 30 片 品 村 4,101

群馬県
1,949,440
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（３）市町村別人口増減率

人口増減率を市町村別にみると、増加は伊勢崎市、太田市、榛東村及び吉岡町の４市町

村となっており、吉岡町（0.99％）が最も高く、次いで榛東村（0.48％）、伊勢崎市

（0.34％）などとなっている。

一方、減少は、前橋市など31市町村となっており、神流町（-4.74％）が最も低く、次

いで上野村（-4.44％）、南牧村（-3.89％）などとなっている。

（表４､図２ 参照）

表４ 市町村別人口増減率(平成２９年１０月～平成３０年９月) 〔単位：％〕

人口増減数(自然増減＋社会増減)
※ 人口増減率 ＝ × １００

平成２９年１０月１日現在人口

図２ 市町村別人口増減率(平成２９年１０月～平成３０年９月)

順位 市町村 人口増減率 順位 市町村 人口増減率 順位 市町村 人口増減率 順位 市町村 人口増減率

1 吉 岡 町 0.99 11 千代田町 -0.64 21 昭 和 村 -1.30 31 東吾妻町 -2.32

2 榛 東 村 0.48 12 甘 楽 町 -0.68 22 嬬 恋 村 -1.35 32 下仁田町 -3.53
3 伊勢崎市 0.34 13 藤 岡 市 -0.69 23 高 山 村 -1.38 33 南 牧 村 -3.89
4 太 田 市 0.05 14 草 津 町 -0.69 24 渋 川 市 -1.44 34 上 野 村 -4.44
5 高 崎 市 -0.12 15 みどり市 -0.78 25 桐 生 市 -1.53 35 神 流 町 -4.74
6 前 橋 市 -0.14 16 富 岡 市 -0.97 26 中之条町 -1.87 -0.46
7 邑 楽 町 -0.38 17 川 場 村 -0.97 27 沼 田 市 -1.95
8 玉 村 町 -0.39 18 明 和 町 -0.97 28 みなかみ町 -2.07
9 館 林 市 -0.57 19 安 中 市 -1.29 29 長野原町 -2.10
10 大 泉 町 -0.63 20 板 倉 町 -1.29 30 片 品 村 -2.29

群馬県
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（４）人口の増減要因

各市町村の人口の増減要因を図３のとおり７つに分類した。

斜めの点線より右上のＡ1～Ａ3は人口が増加した市町村であり、斜めの点線より左下の

Ｂ1～Ｂ4は人口が減少した市町村である。 （図３ 参照）

図３ 市町村別の人口増減要因(自然動態と社会動態)
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（＋）
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（５）市町村別自然動態

市町村別の自然増減数をみると、最も多いのは吉岡町で35人となっている。一方、最も少な

いのは前橋市の-1,283人、次いで高崎市、桐生市となっている。

また、自然増減率をみると、最も高いのは吉岡町の0.16％となっている。一方、最も低いのは

神流町及び南牧村の -3.23％、次いで上野村となっており、３５市町村中３３市町村で自然減少と

なっている。

出生率が最も高いのは吉岡町の1.01％、次いで榛東村、大泉町となっている。一方、出生率

が最も低いのは神流町の0.06％、次いで南牧村、下仁田町となっている。

死亡率が最も高いのは南牧村の3.45％、次いで神流町、上野村となっている。一方、死亡率

が最も低いのは吉岡町及び玉村町の0.85％、次いで大泉町となっている。

（表５､統計表第２表 参照）

表５ 市町村別 自然増減数･自然増減率･出生率･死亡率（平成29年10月～平成30年9月）

〔単位：人､％〕

順 自 然 増 減 数 自 然 増 減 率 出 生 率 死 亡 率

位 群 馬 県 -9,38 8 群 馬 県 -0.48 群 馬 県 0.69 群 馬 県 1.17

1 吉 岡 町 35 吉 岡 町 0.16 吉 岡 町 1.01 南 牧 村 3.45

2 大 泉 町 0 大 泉 町 0.00 榛 東 村 0.90 神 流 町 3.29

3 上 野 村 -25 玉 村 町 -0.12 大 泉 町 0.87 上 野 村 2.82

4 榛 東 村 -26 伊 勢 崎 市 -0.16 太 田 市 0.83 下 仁 田 町 2.27

5 川 場 村 -34 榛 東 村 -0.18 伊 勢 崎 市 0.81 片 品 村 1.86

6 高 山 村 -45 太 田 市 -0.20 高 崎 市 0.76 み な か み 町 1.83

7 玉 村 町 -45 高 崎 市 -0.33 玉 村 町 0.73 高 山 村 1.74

8 草 津 町 -47 前 橋 市 -0.38 前 橋 市 0.72 中 之 条 町 1.64

9 昭 和 村 -55 み ど り 市 -0.43 昭 和 村 0.71 東 吾 妻 町 1.61

1 0 長 野 原 町 -57 明 和 町 -0.53 み ど り 市 0.69 桐 生 市 1.54

1 1 神 流 町 -58 館 林 市 -0.56 上 野 村 0.68 長 野 原 町 1.54

1 2 片 品 村 -58 邑 楽 町 -0.56 明 和 町 0.67 沼 田 市 1.49

1 3 南 牧 村 -59 千 代 田 町 -0.59 千 代 田 町 0.67 昭 和 村 1.47

1 4 明 和 町 -59 藤 岡 市 -0.64 富 岡 市 0.60 渋 川 市 1.43

1 5 千 代 田 町 -66 草 津 町 -0.74 館 林 市 0.59 安 中 市 1.42

1 6 嬬 恋 村 -79 昭 和 村 -0.76 草 津 町 0.58 富 岡 市 1.39

1 7 甘 楽 町 -111 富 岡 市 -0.79 沼 田 市 0.57 川 場 村 1.39

1 8 下 仁 田 町 -144 嬬 恋 村 -0.80 藤 岡 市 0.57 嬬 恋 村 1.37

1 9 邑 楽 町 -146 甘 楽 町 -0.86 嬬 恋 村 0.56 板 倉 町 1.37

2 0 板 倉 町 -150 渋 川 市 -0.90 渋 川 市 0.53 甘 楽 町 1.35

2 1 東 吾 妻 町 -167 安 中 市 -0.90 安 中 市 0.51 草 津 町 1.32

2 2 中 之 条 町 -184 沼 田 市 -0.92 中 之 条 町 0.51 千 代 田 町 1.26

2 3 み ど り 市 -219 川 場 村 -0.95 邑 楽 町 0.51 藤 岡 市 1.21

2 4 み な か み 町 -258 板 倉 町 -1.03 甘 楽 町 0.49 明 和 町 1.20

2 5 伊 勢 崎 市 -342 桐 生 市 -1.06 桐 生 市 0.48 館 林 市 1.15

2 6 富 岡 市 -385 長 野 原 町 -1.06 長 野 原 町 0.48 み ど り 市 1.12

2 7 藤 岡 市 -415 中 之 条 町 -1.13 高 山 村 0.48 前 橋 市 1.10

2 8 館 林 市 -420 東 吾 妻 町 -1.25 片 品 村 0.48 高 崎 市 1.09

2 9 沼 田 市 -435 高 山 村 -1.26 川 場 村 0.45 榛 東 村 1.08

3 0 太 田 市 -438 片 品 村 -1.38 み な か み 町 0.44 邑 楽 町 1.06

3 1 安 中 市 -516 み な か み 町 -1.39 東 吾 妻 町 0.36 太 田 市 1.02

3 2 渋 川 市 -688 下 仁 田 町 -2.04 板 倉 町 0.34 伊 勢 崎 市 0.97

3 3 桐 生 市 -1,18 5 上 野 村 -2.13 下 仁 田 町 0.23 大 泉 町 0.87

3 4 高 崎 市 -1,22 4 神 流 町 -3.23 南 牧 村 0.22 吉 岡 町 0.85

3 5 前 橋 市 -1,28 3 南 牧 村 -3.23 神 流 町 0.06 玉 村 町 0.85
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（６）市町村別社会動態

社会増減数が最も多いのは伊勢崎市の1,061人、次いで前橋市、高崎市となっている。

一方、最も少ないのは、桐生市の-519人、次いで沼田市、渋川市となっている。

また、市町村別の社会増減率をみると、吉岡町の0.83％が最も高く、次いで榛東村、伊

勢崎市となっている。一方､最も低いのは上野村の-2.31％、次いで神流町、下仁田町とな

っており､３５市町村中２６市町村で社会減少となっている。

転入率が最も高いのは大泉町の8.76％､次いで草津町、榛東村となっている。一方、最

も低いのは下仁田町の1.43％、次いで南牧村、川場村となっている。

転出率が最も高いのは大泉町の9.39％、次いで草津町、嬬恋村となっている。一方、最

も低いのは川場村の1.87％、次いで南牧村、安中市となっている。

（表６､統計表第２表 参照）

表６ 市町村別 社会増減数･社会増減率・転入率・転出率（平成29年10月～平成30年9月）

〔単位：人､％〕

順 社 会 増 減 数 社 会 増 減 率 転 入 率 転 出 率

位 群 馬 県 419 群 馬 県 0.02 群 馬 県 3.77 群 馬 県 3.75

1 伊 勢 崎 市 1,061 吉 岡 町 0.83 大 泉 町 8.76 大 泉 町 9.39

2 前 橋 市 826 榛 東 村 0.66 草 津 町 8.28 草 津 町 8.24

3 高 崎 市 781 伊 勢 崎 市 0.51 榛 東 村 6.59 嬬 恋 村 6.97

4 太 田 市 5 4 9 前 橋 市 0.25 嬬 恋 村 6.43 上 野 村 6.06

5 吉 岡 町 179 太 田 市 0.25 昭 和 村 4.98 長 野 原 町 5.96

6 榛 東 村 94 高 崎 市 0.21 長 野 原 町 4.92 榛 東 村 5.93

7 邑 楽 町 47 甘 楽 町 0.18 吉 岡 町 4.54 昭 和 村 5.52

8 甘 楽 町 23 邑 楽 町 0.18 太 田 市 4.45 玉 村 町 4.71

9 草 津 町 3 草 津 町 0.05 玉 村 町 4.44 中 之 条 町 4.61

1 0 川 場 村 -1 館 林 市 -0.01 伊 勢 崎 市 4.39 千 代 田 町 4.31

1 1 高 山 村 -4 川 場 村 -0.03 千 代 田 町 4.27 太 田 市 4.20

1 2 千 代 田 町 -5 千 代 田 町 -0.04 中 之 条 町 3.87 み な か み 町 4.15

1 3 館 林 市 -7 藤 岡 市 -0.05 上 野 村 3.76 明 和 町 3.98

1 4 南 牧 村 -1 2 高 山 村 -0.11 高 崎 市 3.74 神 流 町 3.90

1 5 上 野 村 -2 7 富 岡 市 -0.18 前 橋 市 3.69 伊 勢 崎 市 3.89

1 6 神 流 町 -2 7 玉 村 町 -0.26 邑 楽 町 3.68 吉 岡 町 3.71

1 7 藤 岡 市 -3 0 板 倉 町 -0.27 館 林 市 3.57 み ど り 市 3.61

1 8 片 品 村 -3 8 み ど り 市 -0.35 明 和 町 3.54 館 林 市 3.58

1 9 昭 和 村 -3 9 安 中 市 -0.38 み な か み 町 3.47 高 崎 市 3.53

2 0 板 倉 町 -3 9 明 和 町 -0.44 甘 楽 町 3.44 邑 楽 町 3.51

2 1 明 和 町 -4 9 桐 生 市 -0.47 み ど り 市 3.26 沼 田 市 3.47

2 2 嬬 恋 村 -5 2 渋 川 市 -0.54 高 山 村 3.04 前 橋 市 3.44

2 3 長 野 原 町 -56 嬬 恋 村 -0.54 藤 岡 市 2.91 東 吾 妻 町 3.34

2 4 富 岡 市 -8 9 昭 和 村 -0.54 板 倉 町 2.82 甘 楽 町 3.26

2 5 玉 村 町 -9 6 大 泉 町 -0.63 富 岡 市 2.78 片 品 村 3.26

2 6 下 仁 田 町 -105 南 牧 村 -0.66 桐 生 市 2.64 高 山 村 3.15

2 7 中 之 条 町 -120 み な か み 町 -0.68 渋 川 市 2.58 渋 川 市 3.12

2 8 み な か み 町 - 1 2 6 中 之 条 町 -0.74 沼 田 市 2.44 桐 生 市 3.10

2 9 東 吾 妻 町 -144 片 品 村 -0.91 神 流 町 2.40 板 倉 町 3.08

3 0 み ど り 市 -175 沼 田 市 -1 . 0 3 片 品 村 2.36 富 岡 市 2.96

3 1 安 中 市 -219 長 野 原 町 -1 . 0 4 東 吾 妻 町 2.26 藤 岡 市 2.95

3 2 大 泉 町 -264 東 吾 妻 町 -1.08 安 中 市 2.24 下 仁 田 町 2.92

3 3 渋 川 市 -411 下 仁 田 町 -1.49 川 場 村 1.84 安 中 市 2.62

3 4 沼 田 市 -490 神 流 町 -1.51 南 牧 村 1.64 南 牧 村 2.30

3 5 桐 生 市 -519 上 野 村 -2.31 下 仁 田 町 1.43 川 場 村 1.87



- 9 -

（７）市町村別人口密度

市郡別に人口密度をみると、市部574.5人／k㎡、郡部82.9人／k㎡で、市部は郡部の約

6.9倍の人口密度となっている。

市町村別で最も人口密度が高いのは大泉町の2,312.4人／k㎡で､次いで伊勢崎市、玉村

町、太田市、館林市と続いている。一方、最も人口密度が低いのは上野村の6.2人／k㎡

で、次いで片品村、南牧村、神流町、みなかみ町となっている。

なお、人口密度が最高の大泉町と最低の上野村では、約373倍の開きがある。

（表７､図４ 参照）

表７ 市町村別人口密度（平成３０年１０月１日現在） 〔単位：人/k㎡〕

順 位 市 町 村 人 口 密 度 順位 市 町 村 人口密度 順位 市 町 村 人口密度 順位 市 町 村 人口密度

1 大 泉 町 2,31 2. 4 1 1 榛 東 村 514.8 2 1 草 津 町 127. 3 31 み な か み 町 23.2

2 伊 勢 崎 市 1,51 0. 4 1 2 千 代 田 町 511.0 2 2 昭 和 村 111. 3 32 神 流 町 14.9

3 玉 村 町 1,40 7. 7 1 3 桐 生 市 400.3 2 3 沼 田 市 105. 0 33 南 牧 村 14.8

4 太 田 市 1,26 1. 9 1 4 富 岡 市 393.4 2 4 高 山 村 54.7 34 片 品 村 10.5

5 館 林 市 1,23 0. 0 1 5 藤 岡 市 356.3 2 5 東 吾 妻 町 51.5 35 上 野 村 6.2

6 前 橋 市 1,07 2. 8 1 6 板 倉 町 344.3 2 6 川 場 村 41.7 県 計 306.4

7 吉 岡 町 1,06 5. 1 1 7 渋 川 市 314.0 2 7 長 野 原 町 39.4 市 部 計 574.5

8 邑 楽 町 840. 5 1 8 み ど り 市 239.8 2 8 中 之 条 町 36.2 郡 部 計 82.9

9 高 崎 市 805. 2 1 9 甘 楽 町 218.8 2 9 下 仁 田 町 36.1

1 0 明 和 町 558. 5 2 0 安 中 市 204.0 3 0 嬬 恋 村 28.3

図４ 市町村別人口密度
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３ 本県の自然動態

平成29年10月～平成30年9月の１年間の自然動態をみると、出生数13,539人､死亡数22,927

人で、自然増減数は-9,388人となり、平成１７年から１４年連続の減少となった。これを人

口1,000人当たりでみると、出生6.9人、死亡11.7人で、自然増減率は-4.8‰であった｡

最近の傾向をみると､出生率は減少傾向、死亡率は増加傾向にある。 （表８､図５参照）

表８ 本県の自然動態の推移（平成７年～平成３０年） 〔単位：人､‰〕

年次
人 数 比率（1,000人当たり）

自然増減数 出生数 死亡数 自然増減率 出生率 死亡率
平成 7 4,827 20,194 15,367 2.4 10.1 7.7

8 5,085 19,869 14,784 2.5 9.9 7.4
9 4,986 20,084 15,098 2.5 10.0 7.5

10 4,147 19,933 15,786 2.1 9.9 7.8
11 3,218 19,825 16,607 1.6 9.8 8.2
12 3,531 19,784 16,253 1.7 9.8 8.0
13 3,457 19,566 16,109 1.7 9.7 8.0
14 3,092 19,472 16,380 1.5 9.6 8.1
15 1,785 18,830 17,045 0.9 9.3 8.4
16 1,315 18,390 17,075 0.6 9.0 8.4
17 -970 17,580 18,550 -0.5 8.6 9.1
18 -681 17,358 18,039 -0.3 8.6 8.9
19 -1,111 17,451 18,562 -0.6 8.6 9.2
20 -1,432 17,507 18,939 -0.7 8.7 9.4
21 -2,338 17,176 19,514 -1.2 8.5 9.7
22 -3,878 16,314 20,192 -1.9 8.1 10.1
23 -4,344 16,383 20,727 -2.2 8.2 10.3
24 -5,774 15,258 21,032 -2.9 7.6 10.5
25 -6,316 15,259 21,575 -3.2 7.7 10.8
26 -6,659 14,994 21,653 -3.4 7.6 10.9
27 -6,859 14,874 21,733 -3.5 7.5 11.0
28 -7,371 14,302 21,673 -3.7 7.2 11.0
29 -8,980 13,834 22,814 -4.6 7.0 11.6
30 -9,388 13,539 22,927 -4.8 6.9 11.7

図５ 本県の自然動態の推移
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４ 本県の社会動態

（１）本県の社会動態

平成29年10月～平成30年9月の１年間の社会動態をみると、転入73,926人、転出73,507

人であった。このうち県内間の移動は29,282人であり、県外からの転入者42,780人、県外

への転出者39,510人であった。これに職権処理による減2,851人を含めると差引419人の転

入超過となった。

最近の傾向をみると、平成14年から転出率が転入率を上回り13年連続の転出超過となっ

ていたが、平成27年以降は転入超過となった。 （表９､図６参照）

表９ 本県の社会動態の推移（平成７年～平成３０年） 〔単位：人､‰〕

人 数 比率（1,000人当たり）
年 社 会 転 入 転 出 増減 転 入 転 出
次 増減数 計 県内 県外 その他 計 県内 県外 その他 率 計 県内 県外 計 県内 県外

H 7 3,588 94,642 47,627 46,505 510 91,054 47,627 42,852 575 1.8 47.2 23.7 23.2 45.4 23.7 21.4

8 2,117 92,575 45,981 46,069 525 90,458 45,981 43,712 765 1.1 46.2 22.9 23.0 45.1 22.9 21.8

9 2,282 95,035 47,227 47,242 566 92,753 47,227 44,779 747 1.1 47.3 23.5 23.5 46.1 23.5 22.3

10 1,735 91,409 44,251 46,570 588 89,674 44,251 44,581 842 0.9 45.3 21.9 23.1 44.4 21.9 22.1

11 1,011 90,161 43,472 45,657 1,032 89,150 43,472 44,555 1,123 0.5 44.5 21.5 22.6 44.0 21.5 22.0

12 3,202 93,955 44,558 48,804 593 90,753 44,558 45,584 611 1.6 46.3 22.0 24.1 44.7 22.0 22.5

13 3,063 95,208 44,856 49,888 464 92,145 44,856 46,605 684 1.5 47.0 22.2 24.6 45.5 22.2 23.0

14 -2,489 90,550 43,196 46,961 393 93,039 43,196 49,217 626 -1.2 44.6 21.3 23.1 45.8 21.3 24.2

15 -225 90,790 42,966 47,166 658 91,015 42,966 47,131 918 -0.1 44.7 21.1 23.2 44.8 21.1 23.2

16 -1,106 91,242 43,340 47,379 523 92,348 43,340 48,197 811 -0.5 44.9 21.3 23.3 45.4 21.3 23.7

17 -1,652 85,774 39,315 45,904 555 87,426 39,315 47,163 948 -0.8 42.2 19.3 22.6 43.0 19.3 23.2

18 -4,157 78,478 36,745 41,186 547 82,635 36,745 45,056 834 -2.1 38.8 18.2 20.3 40.8 18.2 22.3

19 -2,159 75,204 34,582 40,050 572 77,363 34,582 42,122 659 -1.1 37.2 17.1 19.8 38.3 17.1 20.9

20 -1,779 74,037 33,328 40,295 414 75,816 33,328 41,756 732 -0.9 36.7 16.5 20.0 37.6 16.5 20.7

21 -3,575 72,248 32,828 38,757 663 75,823 32,828 42,282 713 -1.8 35.9 16.3 19.3 37.7 16.3 21.0

22 -4,048 65,929 29,518 35,866 545 69,977 29,518 39,923 536 -2.0 32.9 14.7 17.9 34.9 14.7 19.9

23 -2,848 65,263 29,185 35,589 489 68,111 29,185 38,433 493 -1.4 32.5 14.5 17.7 33.9 14.5 19.1

24 -2,670 66,690 29,317 36,523 850 69,360 29,317 36,774 3,269 -1.3 33.3 14.7 18.3 34.7 14.7 18.4

25 -1,782 66,849 29,433 36,291 1,125 68,631 29,433 35,596 3,602 -0.9 33.6 14.8 18.2 34.4 14.8 17.9

26 -662 66,722 29,091 36,447 1,184 67,384 29,091 35,048 3,245 -0.3 33.6 14.7 18.4 34.0 14.7 17.7

27 141 68,627 29,043 38,214 1,370 68,486 29,043 35,937 3,506 0.1 34,7 14.7 19.3 34.6 14.7 18.2

28 637 70,110 28,988 39,761 1,361 69,473 28,988 37,056 3,429 0.3 35.5 14.7 20.2 35.2 14.7 18.8

29 1,008 72,406 29,429 41,055 1,922 71,398 29,429 38,375 3,594 0.5 36.8 15.0 20.9 36.3 15.0 19.5

30 419 73,926 29,282 42,780 1,864 73,507 29,282 39,510 4,715 0.2 37.7 15.0 21.8 37.5 15.0 20.2

図６ 本県の社会動態の推移
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（２）県外転出入

この１年間の県外からの転入者数は42,780人で、移動前の住所地の上位は、国外、埼玉

県、東京都、栃木県、神奈川県の順となっている。地方別では、関東地方からの転入が最

も多く、全体の52.4％を占める。

また、１年間の県外転出者数は39,510人で、移動後の住所地の上位は、埼玉県、東京

都、国外、神奈川県、栃木県の順となっている。地方別では、転入と同様、関東地方への

転出が最も多く、全体の62.0％を占める。

１年間の転入超過数は3,270人となっているが、その内訳をみると､３０道府県及び国外

で転入超過、１６都府県で転出超過となっている。

転入超過の１位は国外で、以下、栃木県、茨城県、新潟県と続いている。一方、転出超

過の上位は東京都、埼玉県、神奈川県、愛知県となっている。 （表10 参照）

なお、県内市町村間の人口移動及び市町村別県外との人口移動の詳細については、統計

表(付表１～３)のとおりとなっている。

表１０ 都道府県別（国外含む）の転入者数、転出者数及び転入超過数

（平成２９年１０月～平成３０年９月）

〔単位：人､％〕

（注） 割合は単位未満四捨五入のため、総数と一致しない場合がある。

転入 転入

人数 比率 人数 比率 超過数 人数 比率 人数 比率 超過数
42,780 100.0 39,510 100.0 3,270 1,555 3.6 1,493 3.8 62

665 1.6 507 1.3 158 滋賀県 126 0.3 148 0.4 -22

1,924 4.5 1,558 3.9 366 京都府 219 0.5 242 0.6 -23

青森県 274 0.6 194 0.5 80 大阪府 675 1.6 663 1.7 12

岩手県 219 0.5 170 0.4 49 兵庫県 402 0.9 321 0.8 81
宮城県 541 1.3 428 1.1 113 奈良県 75 0.2 79 0.2 -4

秋田県 178 0.4 140 0.4 38 和歌山県 58 0.1 40 0.1 18

山形県 218 0.5 170 0.4 48 577 1.3 469 1.2 108

福島県 494 1.2 456 1.2 38 鳥取県 38 0.1 31 0.1 7
22,414 52.4 24,504 62.0 -2,090 島根県 72 0.2 51 0.1 21

茨城県 1,774 4.1 1,337 3.4 437 岡山県 155 0.4 139 0.4 16

栃木県 3,534 8.3 2,984 7.6 550 広島県 221 0.5 151 0.4 70

埼玉県 6,712 15.7 7,873 19.9 -1,161 山口県 91 0.2 97 0.2 -6
千葉県 2,060 4.8 2,119 5.4 -59 213 0.5 216 0.5 -3

東京都 5,816 13.6 7,152 18.1 -1,336 徳島県 43 0.1 25 0.1 18

神奈川県 2,518 5.9 3,039 7.7 -521 香川県 56 0.1 81 0.2 -25

5,316 12.4 5,185 13.1 131 愛媛県 70 0.2 83 0.2 -13
新潟県 1,203 2.8 987 2.5 216 高知県 44 0.1 27 0.1 17

富山県 180 0.4 173 0.4 7 1,258 2.9 1,019 2.6 239

石川県 190 0.4 159 0.4 31 福岡県 457 1.1 396 1.0 61

福井県 66 0.2 68 0.2 -2 佐賀県 51 0.1 66 0.2 -15
山梨県 336 0.8 210 0.5 126 長崎県 98 0.2 53 0.1 45

長野県 1,234 2.9 1,087 2.8 147 熊本県 156 0.4 99 0.3 57

岐阜県 242 0.6 187 0.5 55 大分県 104 0.2 57 0.1 47

静岡県 727 1.7 776 2.0 -49 宮崎県 75 0.2 62 0.2 13
愛知県 929 2.2 1,209 3.1 -280 鹿児島県 122 0.3 77 0.2 45

三重県 209 0.5 329 0.8 -120 沖縄県 195 0.5 209 0.5 -14

8,858 20.7 4,559 11.5 4,299

東北地方

関東地方

中部地方

転入者 転出者

総数
北海道

都道府県別
転入者 転出者

国外

近畿地方

九州地方

中国地方

四国地方

都道府県別
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群馬県移動人口調査の概要

１ 目 的
群馬県における人口及び世帯数を市町村別に推計し、その推移を明らかにして、各種行政施策立

案の基礎資料を提供することを目的としています。

２ 調査の時期及び調査の対象
各月（１日から末日まで。）の市町村内に住所を有する者（外国人を含む。）の移動及び世帯数の

増減とします。ただし、外国人のうち外国軍隊の軍人、軍属及びその家族並びに外交団（随員及び

家族を含む。）は除外してあります。

３ 結果の集計及び公表
毎月市町村長から報告された報告書を、県企画部統計課において集計し、「群馬県の人口と世帯

の動き」として毎月公表しています。

また、１年間（前年１０月～当年９月）の調査結果を収録して、「群馬県移動人口調査結果（年報）」

として年１回公表しています。

４ 用語の解説
1) 人口

日本人人口と外国人人口を含めた総数

2) 世帯数

日本人世帯と外国人世帯を含めた総数

3) 自然動態

ア 出生

住民基本台帳法（以下「住基法」という。）に基づき､出生届により住民票に追加記載されたも

の。

イ 死亡

住基法に基づき、死亡届により住民票から消除したもの。

4) 社会動態

ア 転入

住基法に基づき、県内市町村又は他都道府県若しくは国外から当該市町村に転入届により

住民票に記載したもの。又は、職権により住民票に記載したもの。

イ 転出

住基法に基づき、当該市町村に他都道府県若しくは国外への転出届により住民票を消除した

もの。又は､職権で住民票から消除したもの。























































※ 「群馬県移動人口調査結果（年報）」はインターネットでも提供しております。

・ホームページアドレス

パソコンからは、【https：//toukei.pref.gunma.jp/】

画面左上の「毎月公表の主要統計」－「移動人口調査」をご覧ください。
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